
育
や
教
育
の
こ
と
」
（
以
下
「
保
育
・

教
育
」
と
い
う
）
、
「
住
宅
の
こ
と
」

（
以
下
「
住
宅
」
と
い
う
）
、
「
仕
事

や
職
場
の
こ
と
」
（
以
下
「
仕
事
・

職
場
」
と
い
う
）
を
い
う
。
以
下
で

は
、
昨
年
十
月
に
実
施
し
た
平
成
八

年
度
の
調
査
結
果
か
ら
、
市
民
生
活

の
四
つ
の
課
題
が
、
ど
ん
な
人
々
に

ど
の
よ
う
な
内
容
で
特
徴
的
に
表
れ

て
い
る
の
か
、
と
い
う
点
を
中
心
に

報
告
し
た
い
。

　
図
－
１
は
、
生
活
の
心
配
ご
と
の

回
答
結
果
で
、
選
択
肢
「
そ
の
他
」

を
含
め
心
配
ご
と
の
「
あ
る
」
人
は

四
九
％
と
、
市
民
の
ほ
ぼ
半
数
の
人

が
何
ら
か
の
心
配
ご
と
を
抱
え
て
い

る
。
他
方
、
心
配
ご
と
が
「
な
い
」

と
答
え
た
人
は
五
一
％
で
、
昭
和
六

十
年
以
来
十
一
年
ぶ
り
に
半
数
を
超

え
る
結
果
と
な
っ
た
。

に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
心
配

ご
と
と
し
て
感
じ
て
い
る
人
は
一
六

％
に
と
ど
ま
る
。
三
十
代
で
は
、

「
保
育
・
教
育
」
「
住
宅
」
の
心
配
が

二
十
代
に
比
べ
て
多
く
な
り
、
中
で

も
「
保
育
・
教
育
」
の
こ
と
が
心
配

と
い
う
人
は
三
十
代
で
二
五
％
に
達

す
る
。
四
十
代
で
も
「
保
育
・
教
育
」

の
心
配
が
ト
ッ
プ
（
二
一
％
）
で
あ

る
が
、
「
住
宅
」
の
心
配
は
下
が
り
、

代
わ
っ
て
「
病
気
・
老
後
」
の
心
配

が
増
加
す
る
。
五
十
代
以
降
の
年
代

で
は
、
心
配
ご
と
は
「
病
気
・
老
後
」

の
こ
と
に
集
中
し
て
い
る
。

　
年
齢
と
い
う
属
性
に
分
類
し
て
意

識
や
考
え
方
を
分
析
す
る
メ
リ
ッ
ト

は
、
各
年
代
の
生
活
状
態
な
ど
を
イ

メ
ー
ジ
し
や
す
い
こ
と
な
ど
で
あ
る

が
、
家
族
関
係
も
含
め
た
生
活
の
課

題
を
見
る
場
合
に
は
、
同
じ
年
代
に

属
す
る
人
で
も
、
結
婚
や
子
供
の
有

図―１　生活の心配ごと
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市
民
生
活
の
四
｀
つ
の
課
題
と

は　
横
浜
市
民
意
識
調
査
は
、
横
浜
市

民
の
日
常
生
活
に
つ
い
て
行
動
と
意

識
の
両
面
か
ら
と
ら
え
、
生
活
意
識

や
生
活
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

に
よ
り
、
今
後
の
市
政
の
参
考
と
す

る
た
め
、
昭
和
四
十
七
年
か
ら
毎
年

実
施
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
調
査
で
は
毎
年
、
自
分
自
身
や
家

族
の
生
活
の
こ
と
で
心
配
ご
と
や
困
っ

て
い
る
こ
と
を
選
択
肢
か
ら
二
つ
ま

で
選
ん
で
も
ら
う
「
生
活
の
心
配
ご

と
」
と
い
う
質
問
を
設
け
て
い
る
。

「
市
民
生
活
の
四
つ
の
課
題
」
と
は
、

こ
の
設
問
で
こ
こ
数
年
上
位
を
占
め

る
四
項
目
、
す
な
わ
ち
、
「
自
分
の

病
気
や
老
後
の
こ
と
」
（
以
下
「
病

気
・
老
後
」
と
い
う
）
、
「
子
供
の
保

年
齢
・
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

よ
る
心
配
ご
と
の
違
い

　
　
日
常
生
活
に
お
け
る
課
題
は
、
一

　
人
一
人
の
市
民
の
生
活
状
況
や
考
え

　
方
な
ど
に
よ
っ
て
当
然
異
な
っ
て
い

　
る
。
し
か
し
、
年
齢
や
家
族
の
成
長

　
段
階
な
ど
か
ら
み
て
、
同
じ
よ
う
な

　
暮
ら
し
を
送
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
、

　
属
性
の
共
通
し
た
集
団
に
分
類
し
て

　
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
属
性
に
お
け

　
る
課
題
を
大
ま
か
に
つ
か
む
こ
と
が

　
で
き
る
。
図
－
２
は
「
生
活
の
心
配

　
ご
と
」
の
上
位
四
項
目
に
つ
い
て
、

　
年
齢
別
の
回
答
比
率
を
み
た
も
の
で

あ
り
、
四
つ
の
生
活
課
題
が
、
市
民

　
の
年
代
層
に
よ
っ
て
ど
の
程
度
表
れ

　
て
い
る
か
が
わ
か
る
。

　
　
ま
ず
二
十
代
で
は
、
「
仕
事
・
職

　
場
」
の
こ
と
が
心
配
ご
と
の
ト
ッ
プ

■
三
村
庄
一

市
民
生
活
の
四
つ
の
課
題

横
浜
市
民
意
識
調
査
よ
り
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＆
政
策
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無
や
成
長
段
階
な
ど
で
生
活
課
題
が

異
な
る
点
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

図
ｌ
３
は
、
回
答
者
の
年
齢
に
婚
姻

と
子
供
の
有
無
や
成
長
段
階
な
ど
の

要
素
を
加
味
し
て
作
成
し
た
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
に
よ
る
属
性
分
類
で
、
生

活
課
題
の
状
況
を
み
た
も
の
で
あ
る
。

学
校
教
育
期
（
学
生
）
～
夫
婦
の
み

（
四
十
歳
未
満
の
有
配
偶
者
・
子
供

な
し
）
ま
で
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

「
仕
事
・
職
場
」
が
生
活
課
題
の
中

心
を
占
め
て
お
り
、
中
で
も
独
身

（
四
十
歳
未
満
の
未
婚
者
）
で
は
二

〇
％
の
人
が
心
配
で
あ
る
と
回
答
し

て
い
る
。
子
供
が
産
ま
れ
る
と
生
活

課
題
の
様
相
は
一
変
、
「
保
育
・
教

育
」
が
心
配
と
い
う
人
が
大
き
く
増

加
し
、
家
族
形
成
期
（
小
学
校
入
学

前
の
子
を
も
つ
親
）
で
は
三
七
％
、

家
族
成
長
前
期
（
義
務
教
育
就
学
中

の
子
を
も
つ
親
）
で
は
三
三
％
の
人

が
保
育
や
教
育
に
心
配
を
感
じ
て
い

る
。
ま
た
、
こ
の
二
つ
の
ス
テ
ー
ジ

で
は
、
「
住
宅
」
の
心
配
も
比
率
と

し
て
は
低
い
も
の
の
心
配
ご
と
の
二

番
目
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
子
供
が

成
長
し
て
高
等
教
育
に
就
学
す
る
家

族
成
長
後
期
に
な
る
と
、
「
保
育
・

教
育
」
の
心
配
は
大
き
く
低
下
、
代

わ
っ
て
「
病
気
・
老
後
」
の
心
配
が

浮
上
し
、
子
供
の
学
校
教
育
が
終
了

し
た
家
族
成
熟
期
以
降
で
は
、
「
病

気
・
老
後
」
が
心
配
ご
と
の
中
心
と

な
る
。

　
以
上
、
年
齢
別
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
別
に
見
た
生
活
課
題
は
、
次
の
よ

う
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

●
「
病
気
・
老
後
」
の
心
配
は
、
子

供
の
教
育
が
終
了
し
た
高
い
年
齢
層

に
顕
著
な
課
題
で
あ
る
こ
と
。

●
「
保
育
・
教
育
」
の
心
配
は
、
子

供
の
い
る
人
に
特
有
の
課
題
で
あ
る

が
、
特
に
就
学
前
の
子
供
を
も
つ
親

に
多
く
、
子
供
の
成
長
に
伴
っ
て
心

配
の
程
度
は
低
く
な
る
こ
と
。

●
「
住
宅
」
の
心
配
は
い
ず
れ
の
年

齢
層
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
で
も
心
配

ご
と
の
ト
ッ
プ
を
占
め
る
ま
で
に
は

至
ら
ず
、
そ
の
意
味
で
多
く
の
市
民

に
共
通
し
た
課
題
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
が
、
子
供
の
誕
生
に
よ
り
家
族

の
人
数
が
増
加
す
る
ス
テ
ー
ジ
で
比

較
的
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
。

●
「
仕
事
・
職
場
」
の
心
配
は
、
子

供
の
い
な
い
若
い
年
齢
層
で
の
中
心

的
な
課
題
で
、
心
配
と
答
え
た
人
の

比
率
は
年
代
が
高
ま
る
に
つ
れ
低
下

す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
こ
と
。

答
え
た
三
百
九
十
三
人
に
そ
の
内
容

を
尋
ね
た
結
果
が
図
－
４
で
あ
る
。

　
前
項
で
み
た
と
お
り
、
病
気
・
老

後
の
心
配
は
高
齢
層
ほ
ど
多
く
み
ら

れ
、
心
配
と
答
え
た
三
百
九
十
三
人

の
う
ち
、
年
齢
五
十
歳
以
上
の
人
が

七
割
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
五
十
歳

以
上
の
人
の
心
配
内
容
に
注
目
し
て

み
る
と
、
次
の
よ
う
な
傾
向
が
見
ら

れ
る
。

●
「
病
気
の
治
療
の
見
通
し
や
病
気

に
な
る
こ
と
へ
の
心
配
」
は
、
年
齢

が
高
い
ほ
ど
多
く
の
人
が
心
配
と
答

え
て
い
る
（
五
十
代
四
三
％
↓
七
十

歳
以
上
五
六
％
）
。

●
逆
に
、
年
齢
が
高
く
な
る
に
し
た

が
っ
て
比
率
が
低
下
し
て
い
る
の
は
、

「
老
後
の
収
入
の
こ
と
」
（
五
十
代
四

四
％
↓
七
十
歳
以
上
二
三
％
）
、
「
老

後
の
生
き
が
い
の
こ
と
」
（
同
二
九

％
↓
一
二
％
）
。

　
ま
た
、
老
後
に
関
連
し
た
他
の
設

問
で
の
結
果
を
見
る
と
、

●
老
後
の
す
ご
し
方
（
子
供
と
の
同

居
）
に
つ
い
て
の
設
問
で
は
、
全
体

で
は
「
子
供
の
近
く
で
別
居
」
四
八

％
、
「
子
供
と
同
居
」
二
六
％
、
「
気

楽
な
別
居
」
二
一
％
の
順
と
な
っ
て

お
り
、
昭
和
五
十
六
年
の
調
査
結
果

に
比
べ
「
気
楽
な
別
居
」
を
希
望
す

る
人
の
増
加
が
確
認
さ
れ
た
が
、
一

人
暮
ら
し
や
病
気
等
の
不
安
の
た
め

か
、
「
子
供
と
同
居
」
を
希
望
す
る

人
が
、
高
齢
者
（
七
十
歳
以
上
四
八

％
）
や
離
死
別
者
（
既
婚
者
の
う
ち

離
死
別
五
二
％
）
で
は
多
い
。

●
定
年
後
の
す
ご
し
方
（
定
年
後
の

仕
事
）
に
つ
い
て
の
設
問
で
は
、
全

体
で
は
「
働
く
の
を
や
め
る
」
四
八

％
、
「
働
き
続
け
る
」
四
九
％
と
考

え
方
が
ほ
ぼ
二
分
さ
れ
て
い
る
が
、

「
働
き
続
け
る
」
と
い
う
人
は
、
二

十
代
～
五
十
代
ま
で
年
齢
が
高
く
な

る
ほ
ど
比
率
が
高
く
な
っ
て
い
る

（
二
十
代
三
五
％
↓
五
十
代
六
二

％
）
。

●
市
政
に
対
す
る
要
望
で
は
、
「
高

齢
者
福
祉
対
策
」
が
十
二
年
連
続
で

要
望
の
一
位
を
占
め
て
い
る
が
、
二

十
代
～
六
十
代
ま
で
は
年
齢
が
高
く

な
る
ほ
ど
比
率
が
高
く
な
っ
て
い
る

（
全
体
三
四
％
、
二
十
代
一
六
％
↓

六
十
代
四
五
％
）
。

図一２　年齢別にみた生活の心配（上位４項目）図一３　ライフステージ別にみた生活の心配ごと（上位４項目）

保
育
・
教
育
の
心
配
内
容

　
続
い
て
「
保
育
・
教
育
」
の
こ
と

が
心
配
と
答
え
た
二
百
十
八
人
に
そ

の
内
容
を
尋
ね
た
結
果
は
図
－
５
の

と
お
り
で
あ
る
。

　
保
育
・
教
育
の
心
配
は
子
供
の
養

育
期
に
あ
た
る
人
に
集
中
的
に
表
れ

て
お
り
、
心
配
と
答
え
た
二
百
十
八

人
の
う
ち
、
家
族
形
成
期
～
家
族
成

長
後
期
（
子
供
の
成
長
段
階
が
就
学

前
上
局
等
教
育
就
学
中
）
に
あ
た
る

病
気
・
老
後
の
心
配
内
容

　
今
回
の
調
査
で
は
、
四
つ
の
生
活

課
題
に
つ
い
て
心
配
と
答
え
た
人
の

そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
、
具
体
的
な
心

配
の
内
容
を
尋
ね
て
い
る
。
ま
ず
、

「
病
気
・
老
後
」
の
こ
と
が
心
配
と

調
査
＆
政
策
研
究
・
市
民
生
活
の
四
つ
の
課
題
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人
が
九
割
近
く
を
占
め
る
。
こ
の
家

族
形
成
期
～
家
族
成
長
後
期
に
あ
た

る
人
の
心
配
内
容
は
、
次
の
よ
う
に

子
供
の
成
長
に
伴
っ
て
変
化
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

●
子
供
が
就
学
前
の
段
階
に
あ
る
家

族
形
成
期
の
人
（
七
十
人
）
で
最
も

多
い
心
配
内
容
は
「
し
つ
け
の
こ
と
」

三
〇
％
で
、
以
下
「
幼
稚
園
・
保
育

所
・
学
校
の
教
育
方
針
の
こ
と
」
二

九
％
、
「
教
育
費
が
か
か
り
す
ぎ
る
」

二
三
％
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

●
子
供
が
義
務
教
育
就
学
中
で
あ
る

家
族
成
長
前
期
の
人
（
七
十
七
人
）

で
は
、
「
学
校
の
成
績
や
受
験
の
こ

と
」
が
五
六
％
で
最
も
多
く
な
り
、

以
下
「
教
育
費
が
か
か
り
す
ぎ
る
」

四
六
％
、
「
友
達
の
こ
と
」
二
二
％

の
順
と
な
っ
て
い
る
。

●
子
供
が
高
等
教
育
就
学
中
で
あ
る

家
族
成
長
後
期
の
人
（
四
十
七
人
）

で
は
、
「
学
校
の
成
績
や
受
験
の
こ

と
」
六
四
％
、
「
教
育
費
が
か
か
り

す
ぎ
る
」
五
五
％
と
、
と
も
に
家
族

成
長
前
期
に
比
べ
比
重
を
増
し
て
い

る
。

　
保
育
や
教
育
に
関
連
し
て
、
回
答

者
全
員
に
い
く
つ
か
の
考
え
方
を
示

し
、
「
そ
う
思
う
」
～
「
そ
う
は
思

わ
な
い
」
と
答
え
て
も
ら
っ
た
他
の

設
問
で
の
結
果
を
見
る
と
、
男
女
で

考
え
方
の
違
い
が
見
ら
れ
た
。
具
体

的
に
は
、

●
「
今
の
世
の
中
は
子
供
を
育
て
に

く
い
」
と
い
う
考
え
方
に
は
、
全
体

で
六
〇
％
の
人
が
同
意
を
示
し
て
い

る
が
、
女
性
の
方
が
同
意
率
が
高
い

（
男
性
五
六
％
、
女
性
六
五
％
）
。

●
「
子
供
の
た
め
に
親
が
犠
牲
に
な

る
の
は
当
然
だ
」
と
い
う
考
え
方
に

は
、
全
体
で
三
二
％
の
人
が
同
意

（
不
同
意
三
九
％
）
を
示
し
て
い
る

が
、
男
性
の
方
が
同
意
率
が
高
い

（
女
性
二
八
％
、
男
性
三
五
％
）
。

●
「
夫
も
家
事
や
育
児
を
分
担
す
べ

き
だ
」
と
い
う
考
え
方
に
は
、
全
体

で
七
〇
％
の
人
が
同
意
を
示
し
て
い

る
が
、
女
性
の
方
が
同
意
率
が
高
い

（
男
性
六
四
％
、
女
性
七
五
％
）
。

　
ま
た
近
年
、
結
婚
し
な
い
女
性
が

増
え
て
い
る
こ
と
が
少
子
化
の
要
因

と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
本
調

査
で
も
「
こ
れ
か
ら
は
結
婚
し
な
い

こ
と
も
当
た
り
前
に
な
る
」
と
い
う

考
え
方
に
は
、
全
体
で
四
二
％
の
人

が
同
意
を
示
し
、
男
性
よ
り
女
性
の

方
が
同
意
率
が
高
い
（
男
性
三
五
％
、

女
性
四
九
％
）
と
い
う
結
果
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。

テ
ー
ジ
を
通
じ
て
見
ら
れ
る
。
し
た

が
っ
て
、
心
配
の
内
容
を
見
る
場
合

に
は
、
世
代
の
属
性
だ
け
で
な
く
、

住
居
形
態
等
に
よ
る
違
い
に
着
目
す

る
必
要
が
あ
る
。
住
宅
の
心
配
内
容

で
挙
げ
ら
れ
た
上
位
三
項
目
を
い
く

つ
か
の
属
性
別
に
調
べ
た
結
果
、
次

の
よ
う
な
特
徴
が
見
ら
れ
る
。

●
「
家
が
狭
い
こ
と
」
（
回
答
者
全

体
で
は
四
五
％
）
は
、
子
供
の
誕
生

（
同
居
人
数
の
増
加
）
に
よ
り
心
配

内
容
と
し
て
浮
上
し
て
く
る
（
夫
婦

の
み
二
五
％
↓
家
族
形
成
期
六
八
％

↓
家
族
成
長
前
期
五
〇
％
）
。

●
「
住
宅
口
ー
ン
、
地
代
、
家
賃
、

税
金
の
負
担
の
こ
と
」
（
回
答
者
全

体
で
は
三
六
％
）
は
、
持
家
の
人
よ

り
非
持
家
の
方
が
心
配
が
強
い
（
持

家
一
九
％
、
非
持
家
四
八
％
）
。

●
「
建
物
の
老
朽
化
、
将
来
の
建
て

替
え
や
修
繕
の
こ
と
」
（
回
答
者
全

体
で
は
二
七
％
）
は
、
三
世
代
家
族

で
心
配
が
強
い
（
夫
婦
だ
け
の
一
世

代
二
七
％
、
親
と
子
の
二
世
代
二
五

％
、
三
世
代
五
九
％
）
。

　
住
宅
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
、

現
住
地
定
住
意
向
（
今
の
住
ま
い
に

住
み
続
け
る
か
）
の
設
問
が
あ
る
。

今
回
の
調
査
で
は
、
今
の
住
ま
い
に

住
み
続
け
た
い
と
答
え
た
人
に
、
そ

の
理
由
を
尋
ね
て
い
る
が
、
定
住
し

た
い
理
由
は
男
女
間
、
年
齢
別
で
違

い
が
見
ら
れ
る
。

●
定
住
し
た
い
理
由
と
し
て
多
く
の

人
が
挙
げ
た
「
持
家
だ
か
ら
」
（
回

答
者
全
体
で
六
六
％
）
、
「
長
年
住
み

慣
れ
て
い
る
か
ら
」
（
同
三
三
％
）

は
、
年
齢
が
高
く
な
る
ほ
ど
増
加
し

て
い
る
。

●
「
横
浜
が
好
き
だ
か
ら
」
（
同
二

二
％
）
と
い
う
理
由
を
挙
げ
た
人
は
、

二
十
代
で
多
く
（
三
一
％
）
、
特
に

男
性
の
二
十
代
で
は
三
四
％
に
の
ぼ

る
。

●
「
地
域
の
人
た
ち
と
つ
な
が
り
が

で
き
て
い
る
か
ら
」
と
い
う
理
由
を

挙
げ
た
人
（
回
答
者
全
体
で
一
九
％
）

は
、
女
性
の
四
十
代
（
二
七
％
）
～

五
十
代
（
二
六
％
）
で
特
に
多
い
。

こ
の
こ
と
は
、
地
域
で
の
行
事
や
活

動
へ
の
参
加
経
験
を
尋
ね
た
他
の
設

問
で
も
、
女
性
四
十
代
～
五
十
代
で

の
参
加
経
験
の
高
さ
と
し
て
表
れ
て

い
る
（
全
体
五
七
％
、
女
性
四
十
代

七
七
％
、
女
性
五
十
代
七
二
％
）
。

●
「
親
兄
弟
・
子
供
や
知
人
が
近
く

に
い
る
か
ら
」
と
い
う
理
由
を
挙
げ

た
人
（
回
答
者
全
体
で
一
四
％
）
は
、

女
性
三
十
代
（
二
三
％
）
や
、
家
族

形
成
期
に
あ
た
る
人
（
二
五
％
）
に

多
く
み
ら
れ
、
子
育
て
な
ど
に
つ
い

て
の
相
談
相
手
が
近
く
に
い
る
こ
と

が
定
住
の
理
由
に
反
映
し
て
い
る
も

の
と
推
測
さ
れ
る
。

図一４　「病気・老後」の心配内容図一５　「保育・教育」の心配内容
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住
宅
の
心
配
内
容

　
　
「
住
宅
」
の
こ
と
が
心
配
と
答
え

た
二
百
人
に
そ
の
内
容
を
尋
ね
た
結

果
は
図
－
６
の
と
お
り
。

　
住
宅
の
心
配
は
年
齢
・
ラ
イ
フ
ス



　
●
「
適
当
な
仕
事
や
勤
め
先
が
な
い
、

　
見
つ
か
ら
な
い
」
（
回
答
者
全
体
で

　
は
一
五
％
）
を
挙
げ
た
人
は
、
男
性

　
よ
り
女
性
に
多
く
（
男
性
一
〇
％
、

　
女
性
二
一
％
）
、
年
代
で
は
二
十
代

　
と
六
十
代
で
多
い
（
二
十
代
二
三
％
、

　
六
十
代
二
九
％
）
。

　
　
ま
た
、
仕
事
や
職
場
に
関
連
し
て
、

　
全
回
答
者
に
対
し
て
い
く
つ
か
の
考

　
え
方
を
示
し
た
設
問
で
は
、
次
の
よ

　
う
な
回
答
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

　
●
「
職
業
は
生
活
維
持
の
手
段
に
す

　
ぎ
な
い
」
と
い
う
割
り
切
っ
た
考
え

　
方
に
は
、
全
体
で
四
三
％
の
人
が
同

　
意
を
示
し
て
い
る
が
、
女
性
よ
り
男

　
性
の
方
が
同
意
率
が
高
く
（
女
性
三

　
九
％
、
男
性
四
七
％
）
、
特
に
女
性

　
の
二
十
代
上
二
十
代
で
は
こ
の
考
え

　
方
に
同
意
し
な
い
人
の
方
が
多
い
。

　
●
「
い
っ
た
ん
職
業
に
つ
い
た
ら
一

　
生
続
け
た
方
が
よ
い
」
と
い
う
終
身

　
雇
用
的
な
考
え
方
に
は
、
否
定
的
な

　
人
が
多
く
全
体
で
三
九
％
の
人
が
不

　
同
意
（
同
意
三
四
％
）
を
示
し
て
い

　
る
が
、
年
齢
が
高
く
な
る
に
つ
れ
て

同
意
す
る
人
が
増
え
、
六
十
代
以
上

　
で
は
同
意
す
る
人
の
方
が
多
い
。

市
民
の
生
活
課
題
に
注
目
す

る
意
義

　
今
回
の
調
査
で
は
、
「
地
方
自
治

体
（
職
員
）
が
政
策
課
題
を
考
え
る

調
査
＆
政
策
研
究
・
市
民
生
活
の
四
つ
の
課
題

場
合
に
は
ま
ず
市
民
の
生
活
の
課
題

を
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
で
、
市
民

の
生
活
課
題
は
暮
ら
し
に
お
け
る

『
心
配
ご
と
』
と
し
て
人
々
の
認
識

レ
ベ
ル
に
表
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
」
と
の
仮
説
に
基
づ
き
、
「
生
活

の
心
配
ご
と
」
を
中
心
に
設
問
を
構

成
し
た
。
こ
の
市
民
の
生
活
課
題
か

ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
地
方
自
治
体

に
お
い
て
政
策
を
考
え
る
場
合
、
二

つ
の
意
義
を
も
つ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
一
つ
は
、
市
民
生
活
に
最
も
近
い

基
礎
的
自
治
体
と
し
て
、
市
民
生
活

の
視
点
か
ら
政
策
は
考
え
ら
れ
る
べ

き
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
見
た
と
お
り
、
市
民
の
「
心
配
ご

と
」
は
行
政
組
織
の
分
野
別
・
事
業

別
の
構
造
と
は
全
く
異
な
る
様
態
を

も
つ
。
こ
の
こ
と
は
自
治
体
職
員
個

人
と
し
て
は
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

て
も
、
分
野
別
・
事
業
別
の
行
政
組

織
と
し
て
の
認
知
は
な
さ
れ
に
く
い
。

市
民
の
生
活
課
題
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ

す
る
場
合
は
、
業
務
の
分
野
・
事
業

の
枠
組
と
は
異
な
る
視
点
か
ら
考
え

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
も
う
一
つ
は
、
既
存
の
施
策
・
事

業
を
市
民
の
生
活
課
題
と
照
ら
し
合

わ
せ
、
再
評
価
し
て
み
る
こ
と
が
必

要
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
調
査
結
果
に
表
れ
る
市
民
の

「
心
配
ご
と
」
の
中
に
は
、
個
人
・

家
族
や
地
域
・
職
場
等
で
解
決
可
能

な
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
心
配
ご

と
の
す
べ
て
を
行
政
が
直
接
解
決
で

き
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
個
人
・
家

族
や
地
域
が
自
律
的
な
解
決
の
作
用

を
も
て
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
自
治

体
に
何
が
で
き
る
か
、
と
い
っ
た
観

点
か
ら
の
施
策
・
事
業
の
再
評
価
も

必
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
企
画
局
が
平
成
九
年
度
の
発
行
に

向
け
準
備
を
進
め
て
い
る
「
市
民
生

活
白
書
」
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
考

え
方
に
基
づ
き
、
市
民
の
四
つ
の
生

活
課
題
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み

て
い
る
。
市
民
意
識
調
査
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
属
性
別
の
生
活
課
題
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
が
、
調
査
で
浮
か

び
上
が
っ
た
課
題
が
、
一
人
一
人
の

市
民
に
と
っ
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
形
で
表
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
実

態
を
、
多
く
の
市
民
の
方
々
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
等
を
も
と
に
構
成
し
て

い
る
。

　
な
お
、
平
成
八
年
度
の
市
民
意
識

調
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
近
日
中

に
報
告
書
を
発
行
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
Λ
企
画
局
調
査
課
∇

図一６　「住宅」の心配内容図一７　「仕事・職場」の心配内容
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仕
事
・
職
場
の
心
配
内
容

　
　
「
仕
事
・
職
場
」
の
心
配
内
容
は
、

生
活
の
心
配
ご
と
の
回
答
選
択
肢

「
失
業
・
倒
産
や
収
入
減
の
こ
と
」

の
心
配
内
容
と
重
な
る
部
分
も
多
い

と
考
え
、
こ
れ
ら
二
つ
の
い
ず
れ
か

を
心
配
ご
と
と
し
て
挙
げ
た
二
百
二

十
六
人
を
対
象
と
し
て
い
る
（
図
－

７
）
。

　
仕
事
・
職
場
の
心
配
は
、
若
年
層

に
多
く
見
ら
れ
た
が
、
職
業
を
も
つ

人
に
通
じ
た
心
配
要
素
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
年
齢
の
他
に
も
い
く
つ
か
の

属
性
別
に
調
べ
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ

う
な
特
徴
が
見
ら
れ
る
。

●
「
給
料
や
労
働
時
間
な
ど
勤
務
条

件
の
こ
と
」
を
挙
げ
た
人
は
、
三
十

代
で
多
く
（
四
五
％
）
、
中
で
も
男

性
の
方
が
多
い
（
三
十
代
の
男
性
五

二
％
、
女
性
三
六
％
）
。

●
「
自
分
の
事
業
・
勤
務
先
の
経
営

悪
化
や
倒
産
の
心
配
」
を
挙
げ
た
人

は
、
年
齢
別
で
は
五
十
代
（
五
六
％
）
、

職
業
別
で
は
自
営
業
者
（
七
六
％
）

で
多
い
。

●
「
仕
事
の
内
容
や
職
場
で
の
人
間

関
係
」
を
挙
げ
た
人
は
、
勤
務
条
件

の
心
配
と
同
様
に
、
三
十
代
で
多
く

（
四
八
％
）
、
中
で
も
男
性
の
方
が
多

い
（
三
十
代
の
男
性
四
八
％
、
女
性

二
七
％
）
。
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